
オープンでコンパクトな自治体へ

　私が市長２期目の政策として市民のみなさんとお約束した
NARA NEXT4。それは「未来の奈良市のために、今、取り組ま
なければならないこと」を、４つのビジョンで表したものです。
　今月号では、２期目のスタートから１年を経過した現時点での
進捗状況をお知らせします。

選ばれるまちをめざして。
NARA NEXT４の１年間の取り組み

全ての世代の人々が
「住み続けたい」と思う愛着の持てる

まちづくり

基幹産業である観光のさらなる充実で
「もう1食、もう１泊したい」と思う

まちづくり

より少ない経費でより質の高い市民
サービスを提供できる、財政基盤が

健全なまちづくり

世界から尊敬される
国際観光経済都市ＮＡＲＡ

若者たちが
帰ってきたくなる街

オープンで
コンパクトな自治体へ

いつまでも
住み続けたい安寧の地

奈良市を離れた若者が
「また戻りたい」と思う

まちづくり

政策・方針決定の場での
女性の占める割合（４月１日時点）

市長部局の管理職
審議会等の委員

公
正
で
公
平
な
税
等
の

徴
収
体
制
の
構
築

　
市
民
税
や
各
種
料
金
の
滞
納
を
解

消
す
る
た
め
、
債
権
別
の
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
徴
収
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
税
の
徴
収
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
今
年
４
月
に
現
年
度
分
の

納
付
を
促
進
す
る
係
を
設
置
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
７
月
に
は
元
国
税
庁
職

４
年
間
で
約

120
人
の

職
務
経
験
者
を
採
用

　
即
戦
力
と
な
る
職
務
経
験
者
や
高

い
専
門
性
を
持
っ
た
人
材
を
積
極
的

に
採
用
し
、
民
間
企
業
で
培
わ
れ
た

市
役
所
と
は
異
な
る
視
点
や
技
術
を

持
ち
込
み
、
組
織
を
活
性
化
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
に

採
用
し
た
職
員
346
人
の
う
ち
、
約
３

分
の
１
の
119
人
が
職
務
経
験
者
で
あ

り
、
職
場
風
土
の
多
様
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

地
域
と
行
政
で
の
課
題
解
決

「
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

　
市
長
が
地
域
に
直
接
出
向
き
、
地

域
の
各
種
団
体
の
み
な
さ
ん
と
対
話

し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
共

に
考
え
る
場
と
し
て
、「
地
域
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
昨
年
10
月
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。

　
今
年
９
月
１
日
現
在
、
市
内
49
地

区
の
う
ち
35
地
区
で
開
催
し
、
今
後

も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

市
政
に
女
性
の
意
見
を
反
映

　
市
の
政
策
や
方
針
を
決
定
す
る
場

で
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進
の
た

め
、女
性
の
登
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

奈良市長　仲川　げん

奈良しみんだより
平成 26年（2014年）10月 ２



選ばれるまちをめざしてNARA NEXT 4

差押件数と現年度徴収率の推移
差押件数
現年度徴収率

市立学校・園の耐震化率（４月１日時点）

市立奈良病院の医療体制の充実

※平成16年12月から市立奈良病院となった。
　医師・看護師数は臨時・非常勤を含む。

平成16年
12月時点

平成26年
4月時点

一般病床数 300床

診療科目数 15科目

医師数 45人

看護師数 138人

350床

26科目

141人

319人

全
て
の
人
の
命
を
守
る

防
災
情
報
伝
達
の
強
化

　
今
年
12
月
に
防
災
行
政
無
線
の
ス

ピ
ー
カ
ー
の
市
内
47
か
所
へ
の
配
置

が
完
了
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
地

震
等
の
災
害
発
生
時
に
、
市
民
や
観

光
客
の
み
な
さ
ん
に
災
害
情
報
や
避

難
情
報
を
一
斉
に
お
知
ら
せ
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
校
・
園
耐
震
化
の
早
期
完
了

　
学
校
・
幼
稚
園
は
子
ど
も
た
ち
が

一
日
の
大
半
を
過
ご
す
場
所
で
あ

り
、
災
害
発
生
時
に
は
避
難
所
に
も

な
る
た
め
、
耐
震
化
を
最
優
先
で
進

め
て
い
ま
す
。

健
全
な
経
営
で
健
康
を
支
え
る

市
立
奈
良
病
院

　
新
築
建
替
え
を
行
っ
て
い
た
市
立

奈
良
病
院
が
今
年
７
月
１
日
に
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
必
要
と
な
っ
た
約
95
億
円

の
事
業
費
は
、
病
院
の
指
定
管
理
者

で
あ
る
「
地
域
医
療
振
興
協
会
」
と

国
が
全
額
負
担
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
診
療
科
目
も
糖
尿
病
内

科
等
11
科
目
増
え
、
医
師
・
看
護
師

の
数
も
増
や
し
、
医
療
体
制
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。

いつまでも住み続けたい安寧の地

ご
み
収
集
業
務
に
も

コ
ス
ト
削
減
意
識
を

　
高
コ
ス
ト
体
質
と
な
っ
て
い
た

家
庭
ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て
、

特
殊
勤
務
手
当
・
時
間
外
勤
務
の

見
直
し
に
よ
り
コ
ス
ト
を
削
減
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
従
来
の
直
営
堅
持
の
方
針

も
見
直
し
、
平
成
24
年
度
に
11
％

だ
っ
た
民
間
委
託
率
は
、
今
年
度
は

33
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
新
た
に

民
間
委
託
を
拡
大
し
た
区
域
の
１
ト

ン
当
た
り
の
収
集
コ
ス
ト
は
、
従
来

の
約
３
分
の
１
で
あ
る
約
１
万
３
千

円
に
低
下
し
ま
し
た
。

員
を
徴
収
指
導
員
と
し
て
２
人
採

用
し
、
税
の
徴
収
体
制
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
ま
す
。

休
日
夜
間
応
急
診
療
所
の
新
築

　
老
朽
化
し
て
い
た
休
日
夜
間
応
急

診
療
所
を
今
年
４
月
に
移
転
・
新
築

し
ま
し
た
。
新
施
設
で
は
、
感
染
症

へ
の
対
応
と
し
て
、
感
染
症
ゾ
ー
ン

を
配
置
し
、
ま
た
、
段
差
の
解
消
や

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
等
バ
リ
ア
フ

リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
と
比
べ
、
１
か
月
あ
た
り

の
受
診
患
者
数
は
平
均
で
約
20
％
増

え
て
い
ま
す
。

奈良しみんだより
平成 26年（2014年）10月３



若者たちが帰ってきたくなる街

全国学力・学習状況調査の結果（平成26年度）

○：奈良市が全国
と県の平均正答率
を上回った。
×：奈良市が全国
の平均正答率を下
回ったが、県の平均
正答率は上回った。
（順位は、47都道
府県の平均正答率
との比較）

問題
国語

基礎 活用

算数または数学

小学
６年生 ５位 24位 15位 ９位

14位 11位 ７位 10位
中学
３年生

基礎 活用

○ × ○ ○

○ ○○ ○

保育所の定員（４月１日時点）

ALTの小・中学校への派遣日数

ALT人員
のべ派遣日数

公
教
育
の
質
を
向
上

　
子
ど
も
た
ち
が
受
け
る
教
育
の

質
を
高
め
る
こ
と
は
、
教
育
・
子

育
て
環
境
の
充
実
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
奈
良
市

で
は
市
費
で
教
員
を
独
自
に
追
加

配
置
し
、
小
学
校
全
学
年
を
少
人

数
学
級
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
教
員
が
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
が
増
え
、
丁
寧
な
指

導
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
６
学
年
を
対
象
に
、
全

国
の
調
査
に
加
え
て
奈
良
市
独
自
の

学
力
調
査
を
実
施
し
、
年
ご
と
に
子

ど
も
た
ち
の
学
力
の
伸
び
を
把
握
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
８
月
に
公
表
さ
れ
た

平
成
26
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
で
は
、
調
査
項
目
の
う

ち
、
小
学
６
年
生
の
国
語
の
活
用
問

題
以
外
は
全
国
の
平
均
正
答
率
を
上

回
り
ま
し
た
。

保
育
所
の
定
員
を
５
年
間
で

700
人
以
上
増
加

　
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
民

間
保
育
所
の
誘
致
に
よ
り
、
保
育
所

の
定
員
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
平
成
23
年
度
に
２
園
、

平
成
25
年
度
に
２
園
、
平
成
26
年
度

に
は
１
園
を
新
た
に
開
園
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
に
は
、
待
機
児
童
が
多

い
近
鉄
大
和
西
大
寺
駅
周
辺
地
区
に
、

認
可
保
育
所
が
開
園
し
、
さ
ら
に
90
人

分
の
定
員
が
増
え
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
定
員
に
満
た
な
い
市
立
幼

稚
園
と
待
機
児
童
の
あ
る
市
立
保
育

所
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
さ
せ
る
た
め

幼
稚
園
・
保
育
所
の
両
方
の
機
能
を

兼
ね
た
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
再
編
を

進
め
て
い
ま
す
。

県
内
初
、
家
庭
的
保
育
事
業
　

　
保
育
所
の
定
員
を
増
や
す
だ
け
で

は
な
く
、
待
機
児
童
を
分
散
さ
せ
る

施
策
と
し
て
、
県
内
で
初
め
て
と
な

る
、
市
立
幼
稚
園
の
空
き
教
室
を
活

用
し
た
、
５
人
ま
で
の
少
人
数
の
定

員
で
保
育
を
行
う
家
庭
的
保
育
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
立

幼
稚
園
で
の
午
後
５
時
ま
で
の
預
か

り
保
育
の
実
施
園
を
６
園
か
ら
９
園

に
増
や
す
等
、
待
機
児
童
解
消
に
向

け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を

世
界
に
通
用
す
る
人
材
に

　
平
成
25
年
度
か
ら
モ
デ
ル
校
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
授
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
世
界
中

の
多
様
な
情
報
を
瞬
時
に
得
ら
れ
、

自
分
が
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
が
実
感
す
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
分

析
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
９
月
か
ら
は
Ａ
Ｌ

Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
大
幅
に

増
員
し
、
中
学
校
だ
け
で
な
く
小
学

校
に
も
派
遣
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
を
、
社
会
に
出
た
瞬
間
か
ら
世

界
を
相
手
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
に
育
成
す
る
た
め
の
英
語
教

育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
合
政
策
課

　
　
　
　☎
０７４２・
34
・
４
７
８
６

選ばれるまちをめざして

選
べ
る
８
つ
の
奈
良
の
未
来

奈
良
市
心
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

①文化財の保存及び活用事業
②観光振興事業
③子育て事業
④教育事業
⑤自然環境事業
⑥なら国際映画祭への支援
⑦バンビシャス奈良への支援
⑧奈良クラブへの支援

台湾
中国

台湾・中国からの観光客の
奈良市観光案内所の利用者数

際
映
画
祭
」・「
バ
ン
ビ
シ
ャ
ス
奈

良
」・「
奈
良
ク
ラ
ブ
」
の
支
援
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
若

者
や
市
外
の
奈
良
フ
ァ
ン
か
ら
の
応

援
の
受
け
皿
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
部
を
補
助
金

と
し
て
支
援
す
る
制
度
は
県
内
で
は

奈
良
市
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
３
団
体
と
奈
良
市

は
魅
力
発
信
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て

お
り
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
奈

良
の
魅
力
を
国
内
外
に
示
す
と
共

に
、
奈
良
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
観

光
振
興
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

奈
良
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

向
け
て
課
を
新
設

　
定
住
促
進
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
東
部
地
域
の
振
興
を
目
的

に
、
今
年
４
月
に
奈
良
ブ
ラ
ン
ド
推

進
課
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
緊
急
の

課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
対
応
す
る

た
め
、
奈
良
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
、
大
都
市
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ

タ
ー
ン
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
農
林
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
農
商
工
連
携
を
図
り
、
６
次
産

業
化
の
推
進
等
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

台
湾
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
が

50
％
以
上
増
加

　
奈
良
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の
う

ち
、
外
国
人
観
光
客
の
占
め
る
割
合

は
全
体
の
数
％
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
奈
良
市
を
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
多
く

の
外
国
人
観
光
客
を
呼
び
込
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
台
湾
の
動
向
は
、中
国
等
の
海
外
旅

行
の
動
向
に
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、昨
年
、
台
湾
に
お

い
て
、
観
光
事
業
者
と
共
に
市
長
自
ら

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
効
果
も
あ
り
、
平
成
25
年
に

は
奈
良
市
の
観
光
案
内
所
を
利
用
し

た
台
湾
・
中
国
か
ら
の
観
光
客
数
は

前
年
と
比
べ
50
％
以
上
増
加
し
て
い

ま
す
。

奈
良
市
だ
か
ら
で
き
た

「
珠
光
茶
会
」に
多
く
の
来
場
者
が

　「
わ
び
茶
」
は
、
室
町
時
代
の
茶

人
で
あ
る
奈
良
出
身
の
珠
光
が
創
始

し
、
千
利
休
が
大
成
さ
せ
て
全
国
に

普
及
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
茶
道
の
源
流
と
も
い
え
る
奈
良

の
お
茶
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、

凛
と
し
た
冬
の
古
都
の
味
わ
い
を
生

か
し
て
、
今
年
２
月
に
「
第
一
回
珠

光
茶
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
三
千
家
等
が
一
堂
に
会
し
、
世
界

遺
産
を
含
む
社
寺
や
、
歴
史
的
な
町

並
み
が
残
る
「
な
ら
ま
ち
」
を
会
場

と
し
、
当
初
予
定
し
て
い
た
４
千
人

を
大
き
く
上
回
る
約
６
千
人
も
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
珠
光
茶
会
が
冬
の
奈
良
を
彩
る
新

し
い
魅
力
と
な
る
よ
う
継
続
し
て
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

県
内
初
！
ふ
る
さ
と
納
税
で

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
応
援

　
今
年
７
月
か
ら
「
奈
良
市
心
の
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
（
奈
良
市
版
ふ
る

さ
と
納
税
）」
の
対
象
に
「
な
ら
国

世界から尊敬される国際観光経済都市ＮＡＲＡ
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光
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光
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台
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